
 光市立光井小学校   

確かに習得し豊かに活用する児童の育成 

～ 学びを充実させる指導過程の工夫 ～ 

 

１ 本校の研究の概要  

① 研究主題について 

本校の「学力向上」の課題は、①学習に対する関心（集中力・持続力） ②基礎的・基本的

な知識・技能の習得と習熟 ③思考力・判断力・表現力の練成 の３点に集約できる。 

  そこで、①については朝学習で視写を行うことなどを全校での共通実践として、②と③につ

いては「授業づくり」の取組を通して追究することとした。 

「基礎的・基本的な知識・技能の習得と習熟」で求められることは、学んだ知識・技能を確

実に自分のものとすることである。「思考力・判断力・表現力の練成」のためには、確かな「基

礎・基本」を基盤としつつ、児童が自らの力で課題を追究する過程を設定することが有効であ

ると考えた。 

 

 ② 主題追究のための授業展開の工夫 

主題追究のため、本校では、次の２つの授業展開構成を考えた。１つは、児童が「思考力・

判断力・表現力」を発揮して学んだ結果として「基礎的・基本的な知識・技能」を習得する授

業、もう１つは、児童が既習の「基礎的・基本的な知識・技能」を活用することで「思考力・

判断力・表現力」を養うことのできる授業である。ねらいに応じて、これらを効果的にする指

導過程を工夫することにより、有効な授業の姿を明らかにしたいと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 指導過程の工夫 

昨年度まで、本校授業の典型的な学習過程は、下記の展開であり、「追究」→「習得」に重

点をおく際には有効である。 

 

 

   

   本年度は、上記に加えて知識・技能を習得した後、それを「活用」→「習熟」することに重

点をおく学習課程の在り方を研究することにした。 
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見通し 一人学び 伝え合い まとめ 振り返り 
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学びの習得 学びの活用 

学びの習得 学びの活用 

「思考力・判断力・表現力」を発揮して追究した結果とし

て「基礎的・基本的な知識・技能」を習得する授業 

思
考
力
・
判
断
力
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表
現
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既習の「基礎的・基本的な知識・技能」を活用し追究をす

ることで「思考力・判断力・表現力」を身につける授業 



２ 公開授業を通した研究実践  

① 研究主題との関連 

本実践は、「読むこと」の指導事項に重点をおいて展開する。単元の前半に評伝を教材とし

て得た知識をもとに、自らの「読みの力」を活用しながら、文学的文章を読み深めさせたいと

考えた。本時は、作品教材「やまなし」の導入にあたる。前文と後文の２文のみを取り上げ、

これまでに学んだ作者・宮沢賢治の生き方や考え方と関連付けながら、新たに読みの視点を見

出そうとするものである。また、２文を比較させ、類似点・相違点をもとに、どのような構成

であるか、どのような内容であるかの見当をつけさせることもねらいの一つである。２文とい

う限定があることで読解の苦手な児童にとっても焦点をしぼって思考することができるとい

う利点も想定している。 

 ② 学習指導案 

第６学年２組 国語科学習指導案 

指導者  岩政 浩二  

     佐古さゆり  

場 所  体育館 

１ 単 元  作品の世界を深く味わおう ～ やまなし・＜資料＞イーハトーブの夢 ～ 

（光村図書 国語六 創造）  

２ 指導の立場 

 ○物語と評伝を関連付けて読むことができる教材である。 

本単元は、宮沢賢治の代表作「やまなし」と賢治の評伝「＜資料＞イーハトーブの夢」から成る。「やまな

し」は、生命が躍動する「五月」と沈黙する「十二月」が「二枚の青い幻灯」として展開されている。そして、

二匹のかにの兄弟を視点人物として、比喩表現、色彩表現、擬態・擬声語などにより、川の中の情景が豊かに

表現されている。「五月」と「十二月」が対比的に描写されている一方で、その２つの世界には一貫して変わ

らないこと（類比）も存在する。そこで表現されている抽象的な描写は、作者・賢治の思想の象徴であると考

えたい。様々な事象、生命、自然は変化すれども、時の流れは一貫して変わり得ないという理念、自身はかく

在りたいとする賢治の理想を作品から読み取るに際し、「＜資料＞イーハトーブの夢」で語られる賢治の生涯

や思想は重要な鍵になると考えられる。作者の生き方を知ったうえで、叙述の描写に象徴的に反映されている

作者の考え方を読み取る、あるいは作者の考え方をもとに象徴を読み取るという双方向からの学びが期待でき

る教材である。 

 ○表現の効果をとらえ、自分の考えをもつことを困難とする児童が多い。 

本校では、チャレンジ目標の一つに「読書」を掲げ、毎木曜の朝読書の取組をはじめとして、児童の読書に

対する関心は高い。本年度の全国学力・学習状況調査においても「読書が好き」と肯定的に回答した児童は８

割弱である。読書傾向としては、物語・小説等、文学に属するものが多く、文学的文章の学習でも、叙述から

物語の内容を理解することは難くない。しかし、表現のよさや効果などを鑑みながら読んだり、さらにそれに

対する自分の考えをまとめ、表現したりすることに、抵抗を感じる児童が少なくないことも、同調査結果から

明らかになった。そこで、７月に松尾芭蕉の俳句を題材として、情景描写から詠み手の思いをとらえさせる学

習を行ったところ、１単位時間では朧気だった読み方を、次時以降は活用でき、複数の俳句の中から「暑さの

中の涼」を感じ取ることができていた。描写や叙述の読み方を丁寧に指導することで、そこから自分の考えを

広げ、深める力を身に付けつつある児童たちである。一読では難解な本教材を学習することで、より確かな力

へとつなげていきたい。 

○作者の生き方・考え方を参考に作品を深く読み取らせたい。 

指導にあたっては、「作者の考え方をもとに、自分の視点で作品を読むこと」を、単元を貫く言語活動とし

て位置付け、終末にポスターセッションを行わせることとする。そこで、まず単元の後半に位置づけられてい



る「＜資料＞イーハトーブの夢」を取り上げ、作者・宮沢賢治の生き方や考え方を「知ること」から始めさせ

たい。そのために、賢治の略歴を表した「宮沢賢治年表」、賢治の生き方・考え方をまとめた「宮沢賢治事典」

を作成する学習活動を取り入れる。その際、資料から読み取れたことを、宮沢賢治を「考える」上でのキーワ

ードとして表出・共通理解させ、「やまなし」の読みに反映させたい。本時の授業では、この「キーワード」

と作品のつながりを明確にさせることをねらいとする。「やまなし」という作品は、直接的な描写の巧みさは

もとより、色彩や会話、情景などで暗示的に意味をなす表現も多い。想像を広げながら、あるいは叙述を比べ

ながら読み、作者の考え、それに対する自分の考えをまとめる学習を進める単元の後半につなげたいと考える。 

 

３ 単元目標 

① 作者の生き方・考え方を知り、暗示的に表現されている描写の意図を読み取ろうとすることができる。 

② 作者の生き方や考え方を描写や叙述と関連付けて読み、作品に表されている作者の意図を自分の意見をふ

まえて紹介することができる。 

③ 比喩や反復、対比などの表現の工夫に気付くことができる。 

 

４ 評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 
言語についての 

知識・理解・技能 

○作者・宮沢賢治について関心を

もって調べ、まとめようとして

いる。 

○描写や叙述の特徴を自分なりに

とらえ、読み取ったことを伝え

ようとしている。 

○作者・宮沢賢治の生き方を、資料や

評伝を活用しながらとらえること

ができる。（イ） 

◎登場人物の会話や情景をとらえ、暗

示的な意味を自分なりに考えなが

ら読むことができる。（エ） 

・作者の生き方のキーワードをもとに

読み取ったこと、考えたことを発表

し合い、自分の考えを深めることが

できる。（オ） 

○比喩や反復、対比などの表現

の工夫に気付いている。（イ

(ｹ)） 

 

５ 指導計画（全１１時間） 

指導過程 次 時 中心学習活動 

伝記を読む・ 

作者を知る 

（知識の習得） 

一 

１ 「＜資料＞イーハトーブの夢」を通読し、本単元の学びのめあてをもつ。 

２ 「＜資料＞イーハトーブの夢」本文をもとに「宮沢賢治年表」をつくる。 

３・４・５ 資料本文やその他の参考資料をもとに「宮沢賢治事典」をつくる。 

作品を読む・ 

作者の思いを読む 

（読みの習得・ 

知識の活用） 

二 

６（本時） 「やまなし」の前文と後文をもとに作品の構造と作者の意図を話し合う。 

７ 「やまなし」の描写、叙述の直接的・暗示的な読み方について話し合う。 

８・９ 
宮沢賢治の生き方・考え方を参考にしながら、「やまなし」の描写、叙

述の意味をグループごとに考えながら読む。 

読みを広げる、深め

る・作品をとらえる

（活用から習得へ） 

三 

１０ 読み取ったこと、考えたことをポスターセッション形式で発表する。 

１１ 「やまなし」の主題について話し合う。 

 



６ 教材文の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やまなし」 

 
 
 
 
 

 

小さな谷川の底を写した、二枚の青い幻灯です。 

＜ 十二月 ＞ ＜ 五月 ＞ 

波は、いよいよ青白いほのおをゆらゆらと上げ

ていました。 
光のあみはゆらゆら、のびたり縮んだり、花

のかげは静かに砂をすべりました。 

象徴としての色彩 
青・・・幻灯・川底という、作品中における「世界」 生と死・動と静 

五月 青白い（水の底）青く暗く（上の方や横の方） 十二月 青白い（火・ほのお）青い（ほのお） 

青光り（かわせみ）青いもの（かわせみ×３） 

黄金・・・あたたかなもの・輝けるもの 

五月 黄金（日光・光×２）            十二月 黄金（ぶち） 

白と黒・・・対極にあるもの、生と死、動と静 

五月 白い（岩・あわ・魚の腹・かばの花びら）   十二月 白い（丸石） 

黒（かげ・かわせみ×２）              黒い（もの・かげ法師） 

銀の色（魚の腹）鉄色（魚）・・・不気味・不吉〈死〉  にじ（月光）・・・「世界」にもたらす「希望」 

赤い（目）・・・青い世界に入ってくる「異質なもの」          のようなもの 

        注意しなければならないもの（ただし、赤だったかは「分からない。」）    

魚 

「何か悪いことを

してるんだよ。取

ってるんだよ。」 

声
も
出
ず
、
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す
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ま
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い
ま
し
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何も変わらない 

つ
い
て
い
っ
て
み
よ
う
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何も変わらない 

二ひきのかにの子の会話 

「やっぱり、ぼくのあわは大きいね。」 

「大きかないや、おんなじだい。」 

弟のかには泣きそうになりました。 

やまなし 

黒い丸い大きなもの 

落ちてずうっとしずんで、ま

た上へ上る 

きらっきらっと黄金のぶちが

光る 

月光のにじが集まる 

自身の死（黒） 

全うする生・他に与える生

（黄金） 

世界に与えられた希望（に

じ） 

金剛石の粉をはいているよう 

それはまた、 

変わらない 

現世の美しさ 

天井に白いあわ 

青光りのまるでぎらぎらする

鉄砲だまのようなもの 

いきなり飛びこんでくる 

先が、コンパスのように黒く

とがっている 

かわせみ 

青い世界の一部分 

（白いあわを立て、黒い先を

携えた存在・相対的な存在） 

他から奪い取る生 

些細ないさかい 

美しく平和な世界でも起こりえること 

二ひきのかにの子の会話 

「クラムボンは笑ったよ。」（かぷかぷ・はねて） 

「クラムボンは死んだよ。」「殺されたよ。」 

「笑ったよ。」「笑った。」（再出） 

生と死 動と静 表と裏  

反復 一瞬たりとも同じではない  

見方によって異なるもの （作品の世界観） 

「かわせみだ。」 

諍いの仲裁 
こわい所へ 

かにの兄弟 

かにの兄弟 

私の幻灯は、これでおしまいであります。 

「＜資料＞ 

イーハトーブの夢」  
対極の世界・つながりのある世界 

作品の世界・幻灯色・生と死・賢治自身（「春と修羅」） 

自然災害の 

経験 

人
々
の
苦
し
み 

農
業
技
術
の
習
得 

伝
達 

実
践 

理
想
の
世
界 

理
想
の
生
き
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作品 

（詩・童話） 

自
然
と
の
共
存 

自己犠牲 

生
命
の
尊
さ 

わたくし 

青い照明 



７ 本時案 

（１）主 眼 「やまなし」の前文と後文の叙述をもとに場面や構成を話し合うことを通して、作者・宮沢賢

治が作品に込めた思いを読み取ろうとすることができる。 

（２）準 備 （前時までに作成した）宮沢賢治年表・宮沢賢治事典 

（３）学習の展開 

指導過程 学習活動・内容 予想される児童の反応 教師の手だて 

学
習
課
題
の
提
示
（
見
通
し
） 

１ 本時の学習課題を把握

する。 

・資料から読み取ったキーワ

ード 

・初発の感想 

・課題の把握とゴールイメー

ジの共有 

 

 

 

 

 

２ 前文と後文をもとに、

「やまなし」で表している

ことを考え、発表する。 

・語句の意味理解 

・叙述からの想像→場面・構

成の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 後文の意味を考え、意見

交換をする。 

・叙述の比較→「二枚の青い

幻灯」「私の幻灯」 

・私＝作者＝宮沢賢治 

・幻灯＝○○の象徴 

・「おしまいであります」の

意図 

 

 

 

４ 話合いをもとに、まとめ

る。 

・作者が作品に表しているこ

とを考えること 

『宮沢賢治は「やまなし」で 

 （   ）を表した。』 

○資料「イーハトーブの夢」をもと

に作成した年表や事典から、宮沢

賢治の生き方をある程度理解し

ていると思われる。しかし、作品

の感想は、次のように「難解」と

する意見が中心であろう。 

・作品の意味が分からない。 

・「クラムボン」とは何だろう。 

 

 

 

 

○次のような意見が表出されるで

あろう。 

・「谷川・青い」と書いてあるから

川の中の物語 

・「二枚の」と書いてあるから二場

面ある物語 

・「私の」とあるから宮沢賢治の物

語 

・「幻灯」とあるから幻の物語 

 

 

 

 

 

 

○次のような意見が表出されるで

あろう。 

・作者が語っていた物語だから「私

の」になっている。 

・「幻灯」はスライドという意味だ

けではないと思う。 

・「幻灯」なので夢という意味では

ないか。 

 

 

 

○次のような意見が表出されるで

あろう。 

・宮沢賢治は「やまなし」で（心の

中・生き方・考え方・理想の世界・

夢・自然・生命・川の中…）を表

した。 

・前時までに学習した宮沢賢治の「キ

ーワード」を確認・板書し、３・４

活動の参考にしたり、終末のまとめ

につなげたりする。 

・作品を通読した感想を端的に問い、

作者と作品の関係について学ぶこと

を伝える。 

・課題とつながるまとめの文型を提

示し、本時の「ゴールイメージ」

をもたせる。 

 

 

・作品を読み取る手段として、前文と

後文の二文をとりあげる。 

・「（ ）と書いてあるから（ ）物語」

という文型を提示し、個別にノート

記述させ、段階的・意図的に発表さ

せる。 

・二文が比較でき、また、意見が分類

されるよう構造的に板書する。 

 

 

 

評 二文をもとに、物語の場面や構成

を読み取ることができたか。 

 

 

・前文と後文では表現の仕方が異なる

ことを示し、根拠を問うことで、作

者の思いが表してある物語であるこ

とに気付かせる。 

 

 

 

・考えが出ないときは、「私の（ ）

の幻灯」と提示し、（ ）に入る言

葉を考えさせる。 

 

・３活動の話合いや宮沢賢治のキーワ

ードをもとに、導入で提示した文型

に言葉をあてはめさせる。 

・ノート記述を見取り、全体に発表さ

せる。 

・児童の意見をまとめ、次時から個別

に作品を読み取ることを伝える。 

評 作品に作者の考え方が反映されて

いることに気付くことができたか。 

学
習
活
動
の
活
性
化
（
習
得
し
た
知
識
・
技
能
の
活
用
） 

振
り
返
り
の
充
実
（
ま
と
め
） 

「やまなし」にはどんなことが表してあるのだろう 

 

なぜ「私の幻灯」なのだろう 

 

「やまなし」はどんな物語か、二文

から考えましょう。 

後文では、なぜ「私の幻灯」と表し

ているのでしょう。 

宮沢賢治が「やまなし」で表したかったことは何だろう 

 



（４）評 価 

 ○ 前文と後文をもとに、物語の場面や構成を読み取ることができたか。（ノート・発言） 

 ○ 作品に作者の考え方が反映されていることに気付くことができたか。（ノート・発言） 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 授業の実際 

（１）本時までの学び ＜ 第一次 ～伝記を読む・作者を知る（知識の習得）～ ＞ 

   ①「＜資料＞イーハトーブの夢」を通読し、本単元の学びのめあてをもつ。 

    ○宮沢賢治の評伝を通して、賢治の生き方や考え方をつかむこと、それをもとに、賢治の

代表作「やまなし」の読み取りを児童自身によって進め、ポスターセッションを行うこ

とを示し、単元の学習の見通しをもたせた。 

   ②「＜資料＞イーハトーブの夢」本文をもとに 

「宮沢賢治年表」をつくる。 

○評伝に記されている出来事や行動、その際 

の賢治の考えや発表された作品を年表形式で 

まとめた。 

 

   ③資料本文やその他の参考資料をもとに「宮沢賢治事典」をつくる。 

     ○評伝から、賢治を象徴するキーワードを書き出し、グループのワークショップにより

「賢治像」を導き出した。 

○評伝に記されている作品の 

概要をまとめた。 

○「イーハトーブ地図」を描 

いた。 

 

 

 
 

 
 

 
 

や
ま
な
し 

 
 
 
 

宮
沢 

賢
治 

  
 

 
 

自
然
・
理
想
・
生
命 

    
 

 

 
宮
沢
賢
治
が
「
や
ま
な
し
」
で 

表
し
た
か
っ
た
こ
と
は
何
だ
ろ
う 

課 小
さ
な
谷
川
の
底
を
写
し
た
、
二
枚
の
青
い
幻
灯
で
す
。 
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１ 

私
の
幻
灯
は
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
あ
り
ま
す
。 

・
川
の
中
の
物
語 

（
谷
川
・
青
い
） 

 

・
二
場
面
あ
る 

 
 

（
二
枚
の
） 

 
 

→
五
月
・
十
二
月 

 

・
写
真
の
よ
う 

（
幻
灯
） 

※
そ
の
他
、
児
童
の
意
見
を

板
書 

 

・
宮
沢
賢
治
の
物
語 

 
 

（
私
の
） 

 

・「
幻
」
の
物
語 

（
幻
灯
） 

 
※
そ
の
他
、
児
童
の
意
見
を
板
書 

な
ぜ
、
「
私
の
幻
灯
」
？ 

宮
沢
賢
治
は
「
や
ま
な
し
」
で 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
を
表
し
た
。 

心
の
中 

生
き
方
・
考
え
方 

理
想
の
世
界 

夢 
 

自
然 

生
命 

…
等
、
児
童
の
考
え
を
板
書 

ス
ラ
イ
ド 

ま
ぼ
ろ
し
の
ひ 

理
想 

思
い 

心
の
中 

物語の内容・構成 

キ
ー
ワ
ー
ド 

作
者
の
思
い
？ 

作
者
＝
宮
沢
賢
治 

☆( 
 
 
 
 
)

と
書
い
て
あ
る
か
ら
（ 

 
 

）
物
語 

６ 

 

１ 



（２）本時及び本時以降の学び    

＜ 第二次 ～ 作品を読む・作者の思いを読む（読み習得・知識の活用）～ ＞ 

＜ 第三次 ～ 読みを広げる、深める・作品をとらえる（活用から習得へ）～ ＞ 

①「やまなし」の前文と後文をもとに作品の構造と作者の意図を話し合う。 

（本時・指導案及び考察参照） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②「やまなし」の描写、叙述の直接的・暗示的な読み方について話し合う。 

○「五月」の場面の叙述を取り出し、それぞれ 

が象徴しているものや作者が反映したかった 

思いを学級全体で話し合い、まとめた。 

   ③宮沢賢治の生き方・考え方を参考にしながら、 

「やまなし」の描写、叙述の意味をグループご 

とに考えながら読む。 

○前時までに学んだ「読み方」を用いて、「十 

二月」の場面の叙述から、それが象徴してい 

るもの、作者が反映したかった思いを、グル 

ープを主体として、個々で読み進めた。 

   ④読み取ったこと、考えたことをポスターセッション形式 

で発表する。 

○グループごとに読み取ったことをポスターセッション 

形式で互いに紹介し合った。 

⑤「やまなし」の主題について話し合う。 

○題名が「やまなし」である理由を話し合い、作者が作品に込めた思いを考え、感想と

してまとめた。 

 

３ 考 察  

 ① 授業づくり研修会の研究協議における主な意見と指導 

○年表や事典を作ることで、作者の生き方、考え方を知識として理解した上で、教材文を扱うという単元構

成の工夫がよい。事前に得た知識が本時の児童の考え、発言に生かされていた。 

○課題と同時にゴールイメージ（授業の終末にどのようなことが学べていればよいか）を示していたことで

見通しをもった学習ができていた。 

○前文と後文の２つを必要な情報として提示したため、考えやすかった。 

○文型を提示することで考えを焦点化でき、児童が記述しやすいと感じた。 



  ○一人学びの際に個別指導をすることにより、どの児童も自信をもって発言することができていた。同時に

児童の考えを見取り、適切な順に発言させていたことで考えが段階的に深まっていた。 

  ○根拠を問う、あるいは思考過程を問う「なぜ」という補助発問は有効である。 

  ○次時以降の学習の見通しをもたせる授業のまとめ方ができていた。 

  ●児童同士の意見の交流があればよい。 

  ●「幻灯」というキーワードは共有できていたのか。   

  ○指構造的な板書により「伝え合い」が成立していた。 

  ○指評価の観点を明確にして、授業に望むことが重要である。 

 

② 本時でみとれた成果 

 ○ 習得した知識を活用すること 

前文と後文の２文だけを取り上げたことで、児童の想像力も限られてくる。少ない情報の

中から考えを見出すために、これまでの学習で知識として得ている作者・宮沢賢治の生き方

や考え方を関連付けて考える必然性をもたせることがねらいである。特に後文で「私の幻灯」

と表されている根拠を問い、「やまなし」という作品には、作者・賢治の理想や夢、体験な

どが表されているのではないかという思考にたどり着くことができたと振り返る。 

○ ２つの文を比べて読むこと 

前文と後文の共通点や相違点に着眼し、表現の仕方から想像したことを「（ ）と書いて

あるから（ ）物語」という文型にあて考えさせるようにした。前文の｢谷川｣｢青い｣などの

ことばから場面を想起させ、｢幻灯｣｢私｣などのことばから、宮沢賢治の生き方や考え方を関

連付け、賢治の思いを映し出した内容であるという意識をもたせることにつながったのでは

ないかと考える。 

○ 本時の「ゴールイメージ」をもたせること 

課題「宮沢賢治が『やまなし』で表したかったことは何だろう」に対するまとめの文型「宮

沢賢治は『やまなし』で（ ）を表した」を、導入時に提示した。このことにより、本時の

学びがどこに向かうのか、本時で考えていくことは何なのかという見通しを明確にもたせる

ことができるのではないかと考えた。この作品が、作者は表したかった「何か」を反映した

ものであるという視点ももたせることにつながったと思う。 

 

 ③ 単元を通しての考察 

   前述しているように、本校の研究視点の一つとして「指導過程の工夫」がある。本単元では

一単位時間だけではなく、単元全体の指導過程を検討することで、知識の活用を図った。これ

は作者の思想と作品との関連が深い本教材ならではの展開であるといえる。本単元の学びを通

して、児童は文学的文章の「主題」に着目することを、新たな読み方として学んだと考える。

それは、単元終了後、６年生のこれまでに学習したたくさんの物語文の主題を自分たちなりに

話し合っていた姿からもうかがえる。また、叙述を表面的に読むだけではなく、暗示的に表現

されていることも意識し、想像を豊かに働かせて、自分の考えをまとめる力にもつながったと

とらえている。単元全体で、知識の習得と活用を繰り返すことで、新たな知識を習得し、児童

自身の力として生かされるものになることと考える。 

   なお、本実践は、第６学年３学級の担任と学力向上推進教員との協同実践であるとともに、

本校研究の具現化のため取り組んだものである。国語科授業のみならず、他教科にも応用でき

る指導過程の一事例として提案できるとともに、それぞれの授業力向上、教材研究の高まりに

つながったと思う。 


